
３年生対象 河合塾   第１回全統マーク模試（選択）実施要項 
 

１．ね ら い  大学入試センター試験の出題傾向を早期に体験し､私立大・短大入試を含めたマーク式入試対策学習を   

         行い、1年間の学習の方向づけ・学習計画の確立を行う。 

２．対 象 者  ３年生 受験希望者 

３．受 験 日  20１8年4月30日（月）  指定場所へ ７：２０集合  ※制服にて受験し、時間厳守！ 

４．場   所  後日お知らせします。 

５．受 験 料  3,70０円（おつりの無いように準備して下さい。） 

６．申込み期間  4月11日(水)～13日(金)の３日間 放課後のみの受付(進路部窓口) 

７．申込み方法  申込書に必要事項を記入し、受験料を添えて申し込んでください！（申込書は進路部窓口にもあります） 

８．実施教科  

英 語  リスニングを含む   ※一斉放送 

数 学   数学① (数学Ⅰ or 数学ⅠA) 

        数学② (数学Ⅱ or 数学ⅡB) 

国 語  現代文、古文、漢文  

理 科   理科①：物理基礎、化学基礎、生物基礎、地学基礎 から２科目選択  

       理科②：物理、化学、生物、地学         から１科目または２科目選択 

地理歴史    世界史Ｂ、日本史Ｂ、地理B  

公 民   現代社会、倫理、政治経済、「倫理・政治経済」 

※注意事項 

①本模試では、地歴公民科目の選択において、「倫理＋倫理・政治経済」、「政経＋倫理・政治経済」の組み合わせは不可。 

②理科の3科目選択は「基礎を付した科目」２科目と「基礎を付していない科目」１科目の組み合わせに限る。 

③理科、地歴公民において第一解答科目を指定している大学については、第一解答科目の成績を用いて合格可能性評価 

  を実施する。 

9．時 間 割 ※申し込み人数によって若干の変動があります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10．連絡事項 ☆何か質問がありましたら、進路模試係（安座間・知念）まで直接連絡ください！ 

 

 志望大学の受験科目を調べておくこと。 

  理系クラス：理科専門2科目＋地歴公民1科目 または 理科専門１科目＋理科基礎2科目＋地歴公民１科目 

  文系クラス：理科基礎２科目＋地歴公民２科目 または 理科専門１科目＋地歴公民２科目  
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３年生  

河合塾 選択模試（マーク式） 

申し込み受付！ 
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受験報告書記入 10分  7：20～  7：30 

国 語 80分  7：30～  8：50 

英 語 80分   9：00～ 10：20 

リスニング 30分 10：30～11：00 

数 学① 60分 11：10～12：10 

昼 食 50分 （１2：10～13 : 00) 予鈴 12 :55 

数  学②          60分 13 : 00 ～ 14 : 00 

公民・地理歴史① 60分 14 : 10～15 : 10 

理科(専門/基礎)① 60分 15 : 20 ～ 16 : 20 

公民・地理歴史②/理科(専門/基礎)② 60分 16 : 30 ～ 17 : 30 

自己採点(提出まで)   

１or２科目選択 

１or２科目選択 



 

 

模試係より 

｢失敗する受験生｣の模試への姿勢 
ここでは、高確率で不合格になる受験生のパターンを紹介する。 

①｢実力がついてから…｣といって模試を受けようとしない人 

ハッキリ言って論外である。いつまでたっても実力はつかない。実力がないうちからでもいいか

ら模試を受験しよう。 正直に言って、実力がないうちに模試を解いてもわからないことだらけだろう

が、それでも良い。とにかくぶち当たってみるという強い気持ちが重要なのだ。低成績を取ることを

恐れてはいけない。なぜならこれは模試だからだ。 もう一度模試を受験する目的を見直してみてほし

い。模試で高得点を取らなければいけないルールはどこにもない(もちろんなるべく好成績を取れた方

がよい)。 

「実力がついてから…」という人は、 

      (1)試験の形式(相手)を知ること  

      (2)試験場の雰囲気に慣れること 

    (3)自分の弱点を知ること 

といった模試を受験する上でとても重要な意義や目的をきちんと認識できていないのだ。模試を目標

とすることでメリハリのある学習が出来る。つべこべ言わずにまずは模試を受験してみることが大切

だ。模試は受験勉強を始めたらすぐに受験しよう。 

 


